
第４学年 組 算数科学習指導案 
福岡市立  小学校 指導者       

１ 単元名「わり算の筆算（２）」 
 
２ こんな子どもたちだから 
  本学級の子どもたちは，第３学年の「わり算」「あまりのあるわり算」で等分除，包含除の意味を

知り，九九を適用する除法計算のしかたを学習してきている。第４学年では「わり算の筆算（１）」

で，２～３位数÷１位数の筆算と倍の問題における除法の考え方，１位数でわる除法の暗算を学習

し，除数が１位数の除法に慣れてきている。 
  本単元「わり算の筆算（２）」に入る前のプレテスト（実態調査）の結果は以下の通りである。 

問 題 結 果 

既習内容 問題①８０÷４ 
８０まいの色紙を，４人で同じ数ず

つ分けます。１人ぶんは何まいにな

りますか。 
 
未習内容  問題②６０÷２０ 
おはじきが６０こあります。このお

はじきを１人に２０こずつ分ける

と，何人に分けられますか。 
 
未習内容  問題③１５０÷５０ 
おはじきが１５０こあります。この

おはじきを１人に５０こずつ分け

ると，何人に分けられますか。 

正答率・・・９３％ 
・１０のまとまりを使って考える・・・４２％ 
・被除数を１０でわって考える・・・・３０％ 
 
 
正答率・・・５１％ 
・１０，２０のまとまりを使って考える・・・３８％ 
・被除数を１０でわって考える・・・・１９％ 
 
 
正答率・・・４８％ 
・１０，５０のまとまりを使って考える・・・４８％ 
・被除数を１０でわって考える・・・・１３％ 
 

  ①の結果から，既習の２位数÷１位数の計算の仕方については，ほとんどの子どもに定着してい

ると考えられる。また，１０のまとまりをつくったり，１０のまとまりをもとに被除数を１０でわ

ったりして計算の仕方を考えている児童が多いことから，児童は１０という数に着目して計算を簡

単にして考えることに慣れてきていると言える。 
また，②，③の結果から，２位数÷２位数，３位数÷２位数は未習の計算であるものの，１０や

２０，５０のまとまりを作って考えようとしていることが分かる。しかし，被除数，除数を１０で

わる考えは，立式はできているが答えを正しく導き出せない児童が多いことから，機械的に１０で

わったものと考えられる。つまり，わり算のきまりにつながる被除数，除数どちらも１０でわるこ

との意味をきちんと意識できていないのではないかと考えられる。 
                                                                                             
３ こんな教材で・こんな手だてで 
  本単元は，筆算形式による２～３位数を２位数でわるわり算の計算の仕方について理解し，それ

を適切に用いる能力を伸ばすことが主なねらいである。これは，学習指導要領解説「算数編」の 

A（3）整数の除法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能

力を伸ばす。 



 ア 除数が 1 位数や 2 位数で被除数が 2 位数や 3 位数の場合の計算の仕方を考え，それらの計算が

基本的な計算を基にしてできることを理解すること。また，その筆算の仕方について理解するこ

と。 
 イ 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。 
 ウ 除法について，被除数，除数，商及び余りの間の関係を調べ，次の式にまとめること。 
   （被除数）＝（除数）×（商）＋（余り） 
 エ 除法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりするこ

とに生かすこと。 

にあたる。また，本単元の，被除数と除数に同じ数をかけても同じ数でわっても，商は同じになる

という除法についての性質（わり算のきまり）は，５年生で学習する「小数のわり算」，６年生で学

習する「分数のかけ算・わり算」にもつながる重要なものである。 
  そこで，指導にあたっては，わり算のきまりを発見して活用する学習の理解をより深めるために，

単元構成の工夫をする。まず，商が同じになるわり算の式をたくさん見つけることで，わり算のき

まりを発見する時間を設ける。次に，発見したきまりを使って３位数÷２位数の問題を解決する。

さらに，末尾に０のある４位数÷３位数の計算の仕方を考え，数が大きくなってもわり算のきまり

が使えることを確かめ，それが筆算の工夫にもつながることに気付く時間を設ける。 
 つかむ段階では，わり算の筆算（１）でも用いた １０をもとにした何十の除法計算の仕方を，１

０のまとまりを意識させながら考える。次に，あまりのある除法計算の仕方でも，１０をもとにし

て商やあまりの大きさを考え，計算の仕方を考える。 
解決する段階では，８７÷２１のように被除数が何十ではない２位数÷２位数，３位数÷２位数

の筆算の計算の仕方を考える。このときに，２位数でわることは初めてのため，つまずくことが予

想される。そこで，数直線や図を使って，わり算の意味を確かめさせたい。そのとき，今まで用い

ていた何十÷何十というおよその数を使うことで，商の見当のつけ方と修正の仕方につなげるよう

にする。そして，商が２位数になる３位数÷２位数の筆算の計算の仕方や商に０がつく筆算へと学

習を進めていく。 
いかす段階では，商が同じになる式を比べてみることで，除法についての性質，わり算のきまり

を見つける。そして，３位数÷２位数，４位数÷３位数の計算の仕方をわり算のきまりを使って考

える。被除数と除数に同じ数をかけたり，同じ数でわったりしながら工夫して商を求めることがで

きるようにする。このことを通して，わり算のきまりがどんな場合にも当てはまり，わり算のきま

りを使って商を求められることを実感し，有用感をもつことができるようにしたい。さらに，今ま

でに学習した内容を用いて様々な問題を解き，これまでに習得した学習内容を目的に応じて用いる

ようにする。 
 
４ こんな子どもに（単元の目標） 
 ○ 除数が２位数の除法計算の仕方を，既習の除法計算の仕方をもとに進んで考えようとする。           

（関心・意欲・態度） 
 ○ 見積もりをもとに，仮商のたて方や修正の仕方について考える。     （数学的な考え方） 
○ 被除数，除数，商の関係（わり算のきまり）を考える。         （数学的な考え方） 

 ○ 除数が２位数の除法計算を正確に筆算ですることができる。         （表現・処理） 
 ○ 除数が何十の除法計算の仕方や除数が２位数の除法の計算の筆算の仕方を理解する。  



（知識・理解） 
５ 単元計画（１８時間） 
段

階 
配

時 
学習活動 主な算数的活動 支援と評価 

つ 
か 
む 

１ ○何十÷何十の計算（60÷20 あまり

なし）の仕方を考える。 
・10 をもとにして，

何十でわる包含除の

計算の仕方を考える。  

○包含除の考えを意識

させて，10 をもとにし

て考えることができる

ように，前の学習を振り

返る。 
 
 
 

１ ○何十÷何十（90÷20 あまりあり）

の計算の仕方を考える。 
・10 をもとにして，

あまりのある何十の

計算の仕方を考える。 

○ 10 をもとにしたあま

りの大きさに着目させ

るように，前の学習を振

り返る。 
 
 
 

解

決

す

る 
 

２ ○何十ではない２位数÷２位数＝１

位数（８７÷２１）の筆算を学習する。 
・商の見当のつけ方を理解する。 
 
 
 
 
 
 

・仮商のたて方，筆算

の仕方を考え，計算す

る。 
 
 

○商の見当がつけやす

くなるように，除数を何

十とみて考えるように

する。 
 
 
 

４ ○何十ではない２位数÷２位数＝１

位数（８６÷２３など），３位数÷２

位数＝１位数（１５３÷２４）の筆算

を学習する。 
・商の見当のつけ方と過大商，過小商

の修正の仕方を理解する。 
 
 
 
 

・仮商のたて方，修正

の仕方を考え，計算す

る。 
 

○商の見当のつけ方や

修正の仕方を理解でき

るように，前の学習を振

り返る。 
 

３ ○３位数÷２位数＝２位数（３４５÷

２１）の筆算を学習する。 
・既習のわり算の仕方

をもとに３位数÷２

○商が２位数の筆算の

仕方を理解するように，

（考）10 をもとにして，６

０÷２０の計算の仕方を考

えることができる。 

（考）10 をもとにした，何

十でわる計算であまりの大

きさを考えることができる。 

（知）仮商修正の意味とその

仕方を理解する。 

（表）２位数÷２位数＝１位

数の筆算ができる。 

（考）商の見当の立て方を考

えることができる。 

（表）２位数÷２位数＝１位

数，３位数÷２位数＝１位数

の筆算ができる。 



・商が１位数，２位数，商に０がつく

場合の計算をする。 
 
 
 

位数の筆算の仕方を

考える。 
 
 
 
 

既習のわり算の仕方を

もとに商の見当の立て

方を確認しながら，学習

していくようにする。 

い

か

す 
 

１ ○商が同じになるわり算の式（商が

４）から，除法について成り立つ性質

（わり算のきまり）を見つける。 

・既習のわり算の式か

らわる数とわられる

数の関係性を見つけ，

説明する。 
 
 
 

○きまりを見つけやす

くするように，わられる

数，わる数に着目させ

る。  

１ 
本

時 

○３位数÷２位数（150÷50 あまりな

し）の計算の仕方をわり算のきまりを

使って考える。 
 
 
 
 
 

・わり算のきまりを使

って，わり算の計算の

仕方を考える。 

○多様な考え方で商を

見つけることができる

ように，わり算のきまり

を想起させる。  

１ 
 

○４位数÷３位数（3200÷400 あまり

なし）の計算の仕方をわり算のきまり

を使って考える。 
 

・わり算のきまりを使

って，わり算の計算の

仕方を考える。 

○大きな数になっても

わり算のきまりを使っ

て商を導くことができ

るように，１５０÷５０

の学習を振り返り，わり

算のきまりが使えそう

だという見通しをもた

せる。 
 
  
 
 

１ ○４位数÷３位数（3200÷400，2700
÷400 あまりあり）の筆算の仕方の工

夫をわり算のきまりを使って考える。 
・検算の式について理解する。 

・わり算のきまりを使

って，筆算の仕方の工

夫を考える。 
・あまりの大きさに気

をつけて，あまりのあ

るわり算の筆算の仕

方を考える。 

○筆算の仕方の工夫や

あまりの大きさに 100
をもとに着目させるよ

うに，わり算のきまりを

使って考えさせる。 
 
 

（表）３位数÷２位数＝２位

数の筆算ができる。 

（考）わり算のきまりを使っ

て，１５０÷５０の計算の仕

方を多様に考えることがで

きる。 

（考）わり算のきまりを使っ

て，３２００÷４００の計算

の仕方を考えることができ

る。 

 

（関）わり算のきまりを見つ

けようとしている。 



 
 
 
 

３ ○今までに学習してきた内容を用い

て，わり算の問題を解決する。 
・既習の学習内容を使

って問題をとく。 
 
 
 
 

 
６ 本時       平成２２年１０月  日（ ）     第 校時    ４年 組教室 
 
７ 本時の目標   
 ○ わり算のきまりを使って，被除数，除数と商の関係を多様な見方で考えることができる。 

（数学的な考え方） 
８ 評価規準 
  Ａ規準：わり算のきまりを活用して，150÷50 の計算を多様に考えることができる。 
  Ｂ規準：わり算のきまりを活用して，150÷50 の計算を考えることができる。 
 
９ 本時の授業仮説 
  150÷50 の計算の仕方を考えていく交流場面において，わり算のきまりを使って数をわったり，

かけたりして，計算しやすい式にして解決していることを比較させれば，わり算のきまりを使って，

被除数，除数と商の関係を多様な見方で考えることができるであろう。 
 
10 本時指導の考え方 
  本時は除法について成り立つ性質（わり算のきまり）を使って，わる数が２位数（150÷50）の

わり算の計算のしかたを考える学習である。前時までにわり算のきまりを発見する学習をしている。 
導入段階では，前の学習のわり算のきまりを見つけた式（商が４）と本時の問題を比較しながら

めあてをつくる。その際，わられる数が３位数ではあるが，同じ数でわったりかけたりできそうだ

という見通しをもたせる。そうすることで，児童がもとになる考え（わり算のきまり）を取り入れ

ためあてをつくることができるようにする。 
考えをつくる段階では，児童がめあてにそって自力解決していく。解決につまずいている児童に

は，わり算のきまりが使えるように前の学習を振り返らせる。また，わり算のきまりは使えている

ものの複雑なわり算になっている考えには，より簡単なわり算にできるように声かけをする。考え

が一つできた児童には，他の考え方はないかどうか，考えるように促す。 
考えを交流する段階では，児童が多様な見方ができるようにするため，できる限り多くの考えを

交流できるようにする。どの考えもわり算のきまりを使って簡単な式にしていることに気づくよう

にするとともに，商を導き出すための多様な考え方を認めることができるようにし，わり算のきま

りの有用性に気付かせ，まとめにつなげる。 
よさを味わう段階では，本時を振り返って感想を書き，話し合うことで，わり算のきまりを使う

と簡単に計算できるというよさを感じることができるようにし，次時につなげたい。 

（表）学習内容を正しく用い

て問題を解決することがで

きる。 

（表）わり算のきまりを使っ

て，あまりのあるわり算の筆

算ができる。 



 
11 本時の展開 

配

時 
学 習 活 動 と 内 容 主な支援（○）と評価の視点 

 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
1０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 

 
 
 
１．前の学習と本時の問題を比較する。 
   
 
 
 
・ 今日も前の学習と同じわり算でできそう。 
・ わられる数もわる数も同じ数でかけたりわったりで

きそう。 
・ 前の学習で見つけたわり算のきまりが使えそう。 

 
 
２．本時のめあてをつかむ。 
 
 
 
 

 
 
３．自分の考えをつくり，発表する。 
（１）自力で解決する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）交流する。 
  ・どの考えも商が同じ 

○既習を想起するために，学習

の足跡を掲示しておく。 
○ わり算のきまりが使えそう

だという考えをもつために，

前時の問題を提示し，150÷50
の式と比較し，相違点と共通

点を見つけるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○様々な計算の仕方を交流する

ために，わり算のきまりを使っ

て工夫して計算している児童の

考えを取り入れる。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
色紙が１５０まいあります。この色紙を１人に５０

まいずつ分けると，何人に分けられますか。 
 

問 題 

 
 わり算のきまりを使って，１５０÷５０の計算の仕

方を考えよう。 
 

 

めあて 

（考）わり算のきまりをも

とにして，わられる数，わ

る数，商の関係を考えるこ

とができる。 

子どもが違うところと同じところを 
明らかにする。 

子どもがめあてをもつ。 

子どもが解決を試みる。 

【考え C】  
１５０÷５０ ＝３ 
 
 ×２  ×２ 

 
３００÷１００＝３ 

【考え B】 
１５０÷５０＝３ 

 
   ÷５ ÷５ 
 
 ３０ ÷１０＝３ 

【考えＡ】 
１５０÷５０＝３ 

 
  ÷１０ ÷１０ 
 
 １５ ÷ ５＝３ 

子どもが互いの共通点を見つける。 



 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
５ 

・わり算，かけ算を使って数字を簡単にしている。 
・わり算のきまりを使って計算している。 

４．考えの共通点から本時のまとめをする。  
 
       
 
 
 
 
５．適用問題に取り組む。 

９０÷３０  
６．今日の学習をふり返り，学習の感想を発表する。 
  ・わり算のきまりを使うと簡単に計算できる。 
  ・わったりかけたりすると，簡単に計算できるから便利

だな。 

 
 
 
○ 本時のまとめにつなげるた

めに，どのようにして計算し

たかを整理していく。 
 
 
 
 
 
 
○ 今日の学習でを書き，もとに

なる考えのよさが実感でき

るようにする。 
  

 
12 板書計画 
                       

 

わり算のきまりを使うと，１５０÷５０がかんたん

に計算できる。 

まとめ 

 
前の問題  

４÷１ ＝４ 
×２  ×２   

８÷２ ＝４ 
×３  ×３   

２４÷６＝４ 
２と５が商でも 

できた。 

わられる数とわ

る数を同じ数で

かけたりわった

りすると，商は同

じになる。 

めあて  

わり算のきまりを使って，１５０

÷５０の計算の仕方を考えよう。 
 

１５０÷５０＝３ 

   

 ÷10 ÷10    

 

   

１５０÷５０＝３ 

   

 ÷５ ÷５    

 

 

１５０÷５０ ＝３ 

   

 ×２ ×２    

 

 

まとめ  

わり算のきまりを使えば，１５０

÷５０がかんたんに計算できる。 
 

150÷50 

・わる数が３けたに

なっている 

・同じ数でかけたり

わったりできそう 

今日の問題  

色紙が１５０

まいあります。

この色紙を１人

に５０まいずつ

分けると，何人

に分けられます

か。 

 

今日の学習で 

・きまりを

使うと計算

が か ん た

ん！ 

・他の数で

もやってみ

たい。 

・どの考えも商が同じ 
・わり算、かけ算を使って数字をかんたんにして

いる。 

 
 

子どもがよさを味わう。 


